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福岡環境技術専門家会議「防災」 
2015 年１１月１６－１７日 

 

          ラオス人民民主共和国における防災と災害対応 
 メコン川洪水, 2008 

 ケッツァーナ台風（平成21年台風第16号）, 2009 

 ノックテン熱帯暴風雨（平成23年台風第8号）, 2011 
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ラオス人民民主共和国について 
  

 

ラオスは高い山々に囲まれ、たくさんの川が 
交差する内陸の国： 

 

 首都: ヴィエンチャン 

 人口： 680 万人 (2014) 

 面積: 236,800 ㎢ 
  言語:ラオス語、モン語やクム語を含む様々な 
     エスニック言語        
  貧困率: 27.6% (2012) 
  1人当たりの国民総所得（GNI）: 

4,351米ドル（約53万円）(2014) 
  人間開発指数（HDI）: 0.569 (2014) 

 

ラオスは北に中国、南にカンボジア、東にベトナム、
西にタイ、北西にミャンマーとの国境があります。 

 

 

 

 

 
 

 
 メコン川洪水, 2008 

  82,000人が衛生普及活動を受益し、43,000人以上の人が被害を受けた水や衛生  
設備の復旧・復興の益を得た。 

 

 ケッツァーナ台風（平成21年台風第16号）, 2009 

   水と衛生設備の復旧・復興や上下水道や廃棄物処理などのシステムの復旧、水や衛
生の啓もう活動などのプロジェクトは、約50,000人に益をもたらし、 被災したことで退去
を余儀なくされた脆弱な1,390世帯に緊急住宅資材が与えられた。 

 

 ノックテン熱帯暴風雨（平成23年台風第8号）, 2011 

 ノックテン暴雨風で被災した町の約350のトイレと井戸が、Build Back Better (BBB / よ
り良い状態への再建) の概念のもと、修復あるいは新しいものが設置された。 

  シェルター: BBBを目指した復旧・建設作業は、５つの村における６つのデモンストレー
ション住宅において行われ、約50名の現地大工が “BBB理念”を習得した。このプロジ
ェクトにおいて、他に衛生キットと緊急住宅資材が洪水被災者に配布された。 

 

 
 

ラオス人民民主共和国の防災と災害対応 
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気候変動に対するレジリエンスと適応性 

•水と衛生、住宅における開発と

Building Back Better (BBB/より

良い状態への再建) の概念を採用し

たデザインと基準  

•国や地域レベルで、コミュニティを含

めてBuilding Back Better の概念

の啓蒙  

•災害復興時にBBBの利点の根拠と

なるパイロット事業を実施し、脆弱なコ

ミュニティをより住みやすくする 

•PDMCや他の地方レベルの機関と 

強固な関係づくり 

実績 課題 

•全国でBBBのプログラム を実施する

ための資金が不足 

•プロジェクトを計画する際の、現場レ

ベルでの入手や質、情報の不足  

•同じ場所で働く他の機関との協調や

情報共有の不足  

 

国連ハビタットの 
コミュニティを中心としたシ
住宅と衛生におけるBBB

ガイドライン 

•都市計画法とに防災を組み

込む 

•災害からの復興事業におい

て、すべてのインフラにBuild 

Back Betterの概念を主流と

する 

•地方レベルにおけるデータ

の質の向上 

提案 

BBB 井戸 

BBB 住宅 

BBB トイレ 

気候変動に対するレジリエンスと適応性 
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住宅におけるBuilding Back Better (BBB)の原理 

 
  

 
水と衛生分野におけるBuilding Back Better (BBB)の原理 
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パークセーにおける気候変動に対する脆弱性は３つの
柱に分類できる: 対策の遅れ、建造物の弱さ、そして
変化への適応力の低さ 

パークセーにおける気候変動に対する脆弱性アセスメント 


